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清水洞の上公園
案内図

清水寺の杉

湧水池

ホタルの小川
東屋

木道 観察池

清
水
洞
の
上
公
園

清
水
洞
の
上
公
園

那
珂
市

那
珂
市
清
水
洞
の
上
公
園

那
珂
市自

然
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

憩
い
の
空
間
。

　

那
珂
市
清
水
洞
の
上
公
園
が
４
月
１
日

に
開
園
し
、
５
月　

日
に
開
園
式
が
行
わ

２２

れ
ま
し
た
。

　

開
園
式
で
は
、
海
野
市
長
が
「
歴
史
あ

る
こ
の
地
が
再
び
輝
い
た
こ
と
に
感
動

し
、
市
と
し
て
も
豊
か
な
自
然
が
残
る
公

園
の
整
備
を
支
援
し
、
有
望
な
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ

し
、
同
園
の
開

園
を
祝
い
ま
し

た
。

（
写
真
下
・
開
園

式
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
）

■
那
珂
市
清
水
洞
の
上
公
園
と
は

　

那
珂
市
清
水
洞
の
上
公
園
は
、
約
３
０

０
年
前
に
徳
川
光
圀
が
建
立
し
た
と
さ
れ

る
清
水
寺
を
中
心
に
、
豊
富
な
湧
水
が
あ

る
池
や
山
林
、
市
指
定
の
天
然
記
念
物
の

「
清
水
寺
の
杉
」な
ど
が
あ
る
豊
か
な
自
然

を
「
清
水
洞
の
上
自
然
を
守
る
会
」
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
り
再
生
。

　

自
然
を
生
か
し
た
親
水
公
園
の
た
め
、

木
道
を
歩
け
ば
小
川
が
せ
せ
ら
ぎ
、
市
内

に
い
な
が
ら
森
林
浴
を
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
緑
の
季
節
、
自
然
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
園
内
を
散
策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
水
洞
の
上
公
園
開
園
式

清
水
洞
の
上
公
園
開
園
式

　
「
清
水
洞
の
上
地
区
の
維
持
管
理
に
関

す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、
同
園
の
周
辺

環
境
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
「
清
水

洞
の
上
自
然
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
、
年
間
を
通
じ
て
の
園
内
の
草

刈
り
や
竹
林
整
備
等
の
維
持
管
理
の
ほ

か
、
園
内
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
ホ
タ

ル
が
成
育
で
き
る
小
川
づ
く
り
、
観
察
池

周
囲
の
花
木
植
栽
、
子
供
広
場
の
整
備
な

ど
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

守
る
会
は
平
成　

年
に
小
薗
井
博
士
さ

２０

ん
を
会
長
に　

人
の
会
員
か
ら
ス
タ
ー
ト

２８

し
、
現
在
は
１
２
４
人
（
６
月
現
在
）
ま

で
に
増
え
、
活
動
を
と
お
し
て
地
域
に
強

い
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
園
を
迎
え
、
よ
り
よ
い
公
園

を
目
指
し
引
き
続
き
精
力
的
に
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆清水洞の上自然を守る会の皆さん

【清水洞の上自然を守る会】
会長　鈴木　孝雄（５月２９日から）



広報なか６月号３

清水洞の上公園清水洞の上公園
案内図案内図
清水洞の上公園
案内図

清水寺の杉清水寺の杉

湧水池湧水池

ホタルの小川ホタルの小川
東屋東屋

木道木道 観察池観察池

清水寺の杉

湧水池

ホタルの小川
東屋

木道 観察池

トイレ

◆カキツバタ

清
水
洞
の
上
公
園

那
珂
市

至 常陸大宮常陸大宮

至 水戸水戸

至 常陸大宮

国
道
１
１
８
号

水戸農高入口水戸農高入口水戸農高入口

至 水戸

清水洞の上公園清水洞の上公園清水洞の上公園

清水寺

東木倉東木倉 
公民館公民館
東木倉 
公民館

至 ひたちなひたちなか至 ひたちなか

大成学園幼稚園大成学園幼稚園
茨城女子短大茨城女子短大

五台小学校五台小学校
五台幼稚園五台幼稚園

水戸農業高校水戸農業高校

大成学園幼稚園
茨城女子短大

五台小学校
五台幼稚園

水戸農業高校

○名称　那珂市清水洞の上公園
○位置　那珂市東木倉２１９番地１　外４２筆
○面積　約３．１ヘクタール
○主たる施設
湧水池（１箇所）、溜池（１箇所）、観察池（１箇所）
滝の流れ（１箇所）、木道（１０８ｍ）、木橋（１基）、園
路（４６８ｍ）、東屋（１棟）、植栽（２７８本：桜、山茶
花、ユキヤナギ、椿、モミジ等）、トイレ（１棟）、
駐車場（約１，０００㎡）、休憩所兼倉庫（１棟）

那珂市清水洞の上公園　概要

商工観光課　観光グループ
�２９８－１１１１（内線２４５）

問い
合わせ

　

５
月
初
旬
に
は
カ
キ
ツ
バ

タ
、
６
月
に
は
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
６

〜
７
月
に
は
ホ
タ
ル
の
飛
び
交

う
姿
も
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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　このたびの東日本大震災により被災されました皆様に、心からお見舞い申し上げます。
　今回の震災で課税対象となっている住宅等に被害を受けたかたの中で、半壊以上の状況に
応じて市税等が「減免」の対象となる場合があります。対象となる税目および保険料等は、
個人市民税、固定資産税（土地、家屋、償却資産）および都市計画税、介護保険料、国民健
康保険税、後期高齢者医療保険料が対象となります。
　減免にあたっては、内閣府による「災害の被害認定基準」に定める半壊以上（損害割合が
２０％以上）が基準となっておりますので、り災証明書（家財等を除く）の申請をしていない
かたは、被害状況が確認できる写真と印鑑を持参の上、各担当課の相談窓口にご相談ください。
　屋根の瓦の一部が落ち、外壁に数箇所のひびが入り、内装の一部が損傷した状況や屋根瓦
がすべて落ちたが、他に大きな損傷がない状況等では一般的に被害が半壊以上に当たらない
ため、減免の対象とはなりません。

◆
個
人
市
民
税
の
減
免

■
適
用
さ
れ
る
個
人
市
民
税
の
範
囲

　

震
災
に
よ
り
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た

り
、
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た

り
、
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
や
平
成　

年
２２

中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以

下
の
納
税
義
務
者
の
か
た
で
、
居
住
す
る

住
宅
が
震
災
に
よ
り
半
壊
、
大
規
模
半

壊
、
ま
た
は
全
壊
と
判
定
さ
れ
た
か
た
。

※
家
※
家
財
の
被
害
は
、
減
免
の
対
象
外
で
す
。

財
の
被
害
は
、
減
免
の
対
象
外
で
す
。

※
被
害
認
定
は
、
内
閣
府
に
よ
る
「
災
害

の
被
害
認
定
基
準
」
に
定
め
る
損
害
基

準
判
定
方
法
（
住
家
の
主
要
な
構
成
要

素
の
経
済
的
被
害
の
住
家
全
体
に
占
め

る
損
害
割
合
）
に
よ
り
、　

％
〜　

％

２０

４０

未
満
が
半
壊
、　

％
〜　

％
未
満
が
大

４０

５０

規
模
半
壊
、　

％
以
上
が
全
壊
判
定
と

５０

な
り
ま
す
。

●
納
税
義
務
者

 

●
住
宅

　

住
家
の
損
害
程
度
に
よ
り
、
合
計
所
得

金
額
別
に
減
免

※
個
人
県
民
税
は
、
個
人
市
民
税
が
減
免
さ

れ
た
場
合
に
同
じ
割
合
で
減
免
さ
れ
ま
す
。

■
提
出
書
類

○
市
民
税
減
免
申
請
書

（
り
災
証
明
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
か
た

で
も
減
免
申
請
は
必
要
に
な
り
ま
す
）

○
印
鑑

○
被
害
状
況
が
わ
か
る
写
真
（
全
体
お
よ

び
細
部
。
た
だ
し
「
り
災
証
明
書
」
の

写
し
で
代
用
可
能
）

■
市
民
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

減
免
申
請
を
提
出
い
た
だ
い
て
も
、
減

免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
や
減
免
決
定

ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
減
免
決
定
通
知
等
が
送
付
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
、
通
常
ど
お
り
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
後
日
、
減
免
決
定
が
な
さ
れ

た
場
合
は
、
減
額
し
た
納
付
書
へ
の
差
し

替
え
等
を
行
い
ま
す
。

事　
　

由

死
亡
し
た
場
合

生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合

法
第
２
９
２
条
第
１
項
第

９
号
の
障
害
者
と
な
っ
た

場
合

軽
減
ま
た
は

免
除
の
割
合

全　
　

部

全　
　

部

　

分
の
９

１０

合
計
所
得
金
額

５
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
と
き

７
５
０
万
円
以
下

で
あ
る
と
き

７
５
０
万
円
を

超
え
る
と
き

軽
減
ま
た
は
免
除
の
割
合

半

壊

・

大
規
模
半
壊

２
分
の
１

４
分
の
１

８
分
の
１

全　
　

壊

全　
　

部

２
分
の
１

４
分
の
１

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免

■
適
用
さ
れ
る
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画

税
を
含
む
）
の
範
囲

○
土
地
の
場
合
は
、
が
け
崩
れ
、
地
滑
り
、

土
砂
岩
石
の
流
入
等
に
よ
り
、
当
該
面

積
の　

％
以
上
に
被
害
を
受
け
た
と
き

２０

○ 
家
屋
の
場
合
は
、
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た
と
き

○ 
償
却
資
産
の
価
格
の　

％
以
上
に
被

２０

害
を
受
け
た
と
き

●
土
地

　

被
害
面
積
が
当
該
の
土
地
面
積
に
対
す

る
損
害
の
程
度
で
減
免

※
が
け
崩
れ
、
地
滑
り
、
土
砂
岩
石
の
流

※
が
け
崩
れ
、
地
滑
り
、
土
砂
岩
石
の
流

入
等
に
よ
り
埋
没
も
し
く
は
沈
下
し
た

入
等
に
よ
り
埋
没
も
し
く
は
沈
下
し
た

土
地
が
対
象
で
、
単
に
亀
裂
が
入
っ
た

土
地
が
対
象
で
、
単
に
亀
裂
が
入
っ
た

だ
け
の
土
地
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

だ
け
の
土
地
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

損
害
の
程
度

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面
積

の　

分
の
８
以
上
で
あ
る
と
き

１０
被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面

積
の　

分
の
６
以
上　

分
の

１０

１０

８
未
満
で
あ
る
と
き

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面

積
の　

分
の
４
以
上　

分
の

１０

１０

６
未
満
で
あ
る
と
き

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面

積
の　

分
の
２
以
上　

分
の

１０

１０

４
未
満
で
あ
る
と
き

軽
減
ま
た
は

免
除
の
割
合

全　
　

部

　

分
の
８

１０
　

分
の
６

１０
　

分
の
４

１０

個
人
市
民
税
に
つ
い
て

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

問い
合わせ

東
日
本
大
震
災
に
係
る
市
税
・
保
険
料
等
の
減
免
に
つ
い
て



広報なか６月号５

●
家
屋

　

損
害
基
準
に
応
じ
、
半
壊
以
上
の
損
害

の
程
度
に
応
じ
て
減
免

※
被
害
認
定
は
、
内
閣
府
に
よ
る
「
災
害

の
被
害
認
定
基
準
」
に
定
め
る
損
害
基

準
判
定
方
法
（
住
家
の
主
要
な
構
成
要

素
の
経
済
的
被
害
の
住
家
全
体
に
占
め

る
損
害
割
合
）
に
よ
り
、　

％
〜　

％

２０

４０

未
満
が
半
壊
、　

％
〜　

％
未
満
が
大

４０

５０

規
模
半
壊
、　

％
以
上
が
全
壊
判
定
と

５０

な
り
ま
す
。

※
塀
、
門
扉
等
の
崩
落
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
償
却
資
産

　

当
該
償
却
資
産
の
損
害
程
度
に
応
じ
て

減
免

■
提
出
書
類

○ 
固
定
資
産
税
等
減
免
申
請
書

　
（
り
災
証
明
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
か
た

で
も
減
免
申
請
は
必
要
に
な
り
ま
す
）

○
印
鑑

○
被
害
状
況
が
わ
か
る
写
真
（
全
体
お
よ

び
細
部
。
た
だ
し
、
家
屋
に
つ
い
て

は
、「
り
災
証
明
書
」
の
写
し
で
代
用
可

能
）

○
償
却
資
産
は
、
前
記
の
他
に
、
損
害
見

償
却
資
産
は
、
前
記
の
他
に
、
損
害
見

積
明
細
書
、
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ

積
明
細
書
、
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

■
固
定
資
産
税
等
の
納
付
に
つ
い
て

　

減
免
申
請
を
提
出
い
た
だ
い
て
も
、
減

免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
や
減
免
決
定

ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
減
免
決
定
通
知
等
が
送
付
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
、
通
常
ど
お
り
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
後
日
、
減
免
決
定
が
な
さ
れ

た
場
合
は
、
減
額
し
た
納
付
書
へ
の
差
し

替
え
等
を
行
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料
の
減
免

　

被
保
険
者
本
人
ま
た
は
主
と
し
て
生
計

維
持
す
る
か
た
の
住
宅
、
家
財
お
よ
び
そ

の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
震
災
に
よ
っ
て

著
し
い
損
害
を
受
け
た
場
合
、
介
護
保
険

料
の
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
住
宅
の
損
失
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に

よ
る
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
の

基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

○
家
財
お
よ
び
そ
の
他
の
財
産
の
損
失

は
、
地
震
保
険
等
の
保
険
金
給
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
、
給
付
額
を
確
認
で
き

る
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
損
失

額
か
ら
給
付
（
見
込
）
額
を
差
し
引
き

算
定
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
被
害

状
況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
減
免
の
決
定
に
は
一
定
の
期
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
対
象
と
な
る
期
間
は
、
災
害
の
あ
っ
た

日
以
降
、　

か
月
間
の
保
険
料
を
減
免

１２

し
ま
す
。

※ 「
介
護
保
険
料
減
免
申
請
書
」、「
災
害

に
よ
る
家
財
等
の
被
害
に
関
す
る
申
立

書
」、「
印
鑑
」
等
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
６
２
・
１
６
３
・
１
６
４
）

問い
合わせ

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
長
寿
課
介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
４
・
１
３
５
）

問い
合わせ

損
害
の
程
度

全
壊
の
と
き

大
規
模
半
壊
の
と
き

半
壊
の
と
き

軽
減
ま
た
は

免
除
の
割
合

全　
　

部

　

分
の
６

１０
　

分
の
４

１０

損
害
の
程
度

全
壊
、流
失
、埋
没
等
に
よ
り
、当

該
償
却
資
産
の
原
形
を
と
ど
め
な

い
と
き
、ま
た
は
復
旧
不
能
の
と
き

大
修
理
を
必
要
と
す
る
場
合
で
、

当
該
償
却
資
産
の
価
格
の　

分
の

１０

６
以
上
の
価
値
を
減
じ
た
と
き

使
用
目
的
を
著
し
く
損
じ
た
場
合

で
、当
該
償
却
資
産
の
価
格
の　
１０

分
の
４
以
上　

分
の
６
未
満
の
価

１０

値
を
減
じ
た
と
き

使
用
目
的
を
損
じ
、修
理
ま
た
は

取
替
を
必
要
と
す
る
場
合
で
、当

該
償
却
資
産
の
価
格
の　

分
の
２

１０

以
上　

分
の
４
未
満
の
価
値
を
減

１０

じ
た
と
き

軽
減
ま
た
は

免
除
の
割
合

全　
　

部

　

分
の
８

１０
　

分
の
６

１０
　

分
の
４

１０

●
減
免
の
割
合損　

害　

の　

割　

合

住　
　

宅

全　
　

壊

大
規
模
半
壊

半　
　
　

壊

ま
た
は

ま
た
は

家
財
お
よ
び
そ

の
他
の
財
産
の

実
損
失
額

　

％
以
上

５０
　

％
以
上

３０
　

％
未
満

５０

　

所　
 
得　

要　

件

被
保
険
者
ま
た
は
主
た

る
生
計
維
持
者
の
前
年

の
所
得
金
額

２
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

２
０
０
万
円
を
超
え
る
世
帯

２
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

２
０
０
万
円
を
超
え
る
世
帯

減
免
割
合

１
０
０
％

　

％
５０

　

％
５０

　

％
２５

�����

�����



６

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　

納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
ま
た
は
そ
の

世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
か
た
の
住
宅

お
よ
び
家
財
に
つ
い
て
、
著
し
い
損
害
を

受
け
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
住
宅
の
損
失
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に

よ
る
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
の

基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

　

家
財
の
損
失
は
、
地
震
保
険
等
の
保

険
金
給
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
給
付

額
を
確
認
で
き
る
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
損
失
額
か
ら
給
付
（
見
込
）

額
を
差
し
引
き
算
定
し
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
、
被
害
状
況
を
確
認
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
減
免
の
決
定
に

は
一
定
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
期
間
は
災
害
の
あ
っ
た
日

以
降
、　

か
月
間
の
保
険
税
を
減
免
し

１２

ま
す
。

※ 「
国
民
健
康
保
険
税
減
免
申
請
書
」、

「
被
害
に
関
す
る
申
立
書
」、「
家
財
等

の
被
害
に
関
す
る
申
立
書
」、「
印
鑑
」、

「
り
災
証
明
書
等
災
害
の
状
況
を
証
明

す
る
書
類
」
等
が
必
要
で
す
。

●
減
免
の
割
合 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

　

被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
が
居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
以
上
、

家
財
ま
た
は
そ
の
他
財
産
に
つ
い
て
、　
１０

分
の
３
以
上
の
損
害
を
受
け
た
場
合
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
住
宅
の
損
失
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に

よ
る
災
害
に
係
る
住
家
の
被
害
認
定
の

基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
、
被
害
状
況
を
確
認

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
の
決
定
に
は
一
定
の
期

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
期
間
は
災
害
の
あ
っ
た
日

以
降
、　

か
月
間
の
保
険
料
を
減
免
し

１２

ま
す
。

※ 「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
減
免
申
請

書
」、「
家
財
等
の
被
害
に
関
す
る
申
立

書
」、「
印
鑑
」、「
り
災
証
明
書
等
災
害

の
状
況
を
証
明
す
る
書
類
」
等
が
必
要

で
す
。

●
減
免
の
割
合

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て

保
険
課
保
険
・
年
金
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
・
１
４
４
）

問い
合わせ

損
害
の
割
合

住
宅
が
全
壊
の
場
合

住
宅
が
大
規
模
半
壊

ま
た
は
半
壊
の
場
合

家
財
の
実
損
失
額
が

　

％
以
上
の
場
合

５０

減
免
割
合

保
険
税
の

１
０
０
％

保
険
税
の　

％
７０

保
険
税
の
う
ち

所
得
割
額
の　

％
５０

損
害
の
割
合

住
宅
が
全
壊
の
場
合

住
宅
が
大
規
模
半
壊

ま
た
は
半
壊
の
場
合

家
財
ま
た
は
そ
の
他
の

財
産
の
実
損
失
額
が

　

％
以
上
の
場
合

５０家
財
ま
た
は
そ
の
他
の

財
産
の
実
損
失
額
が

　

％
以
上　

％
未
満

３０

５０

　

所　
　

得　
　

要　
　

件

被
保
険
者
・
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
で
あ
る
被
保
険
者

の
前
年
の
所
得
金
額

な
し

な
し

５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

５
０
０
万
円
を
超
え
７
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

７
５
０
万
円
を
超
え
１
０
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

５
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

５
０
０
万
円
を
超
え
７
５
０
万
円
以
下
の
世
帯

７
５
０
万
円
を
超
え
１
０
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

減
免
割
合

１
０
０
％

　

％
５０

１
０
０
％

　

％
５０

　

％
２５

　

％
５０

　

％
２５

　

・
５
％

１２

◆
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
お
け
る
一
部
負
担
金
等
の
免
除

　

被
保
険
者
の
居
住
す
る
住
宅
が
震
災
に

よ
り
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
か
た

は
、
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
の
一
部

負
担
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
る
に
は
、「
被
保
険
者
証
」

と
「
一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
」
を
医

療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
「
一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
」の
交
付

に
つ
い
て
は
、「
り
災
証
明
書
等
災
害
の

状
況
を
証
明
す
る
書
類
」
を
添
え
て
保
険

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
免
除
対
象
と
な
る
期
間
は
、
災
害
の

あ
っ
た
日
か
ら
、
平
成　

年
２
月　

日

２４

２９

ま
で
と
な
り
ま
す
。
免
除
対
象
と
な
る

か
た
で
、
す
で
に
医
療
機
関
等
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
あ
る
か
た
は
還
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
領
収
証
ま
た
は

一
部
負
担
金
等
の
額
を
証
明
す
る
書
類

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�����

�����



広報なか６月号７

◆
所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
か
た

は
、
①
損
害
金
額
に
基
づ
き
計
算
し
た
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す
る

方
法
（
所
得
税
法
に
基
づ
く
「
雑
損
控
除
」
と
い
い
ま
す
）、
②
「
災

害
減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か

有
利
な
方
法
で
、
所
得
税
の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
軽
減
等
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２２

年
分
ま
た
は
平
成　

年
分
の
い
ず
れ
か
の
年
分
を
選
択
し
て
、
減
免

２３

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
損
害
金
額
」

　

損
害
を
受
け
た
と
き
の
直
前
に
お
け
る

そ
の
資
産
の
時
価
を
基
に
し
て
計
算
し
た

損
害
の
額
で
す
。

　
「
災
害
関
連
支
出
の
金
額
」

　

災
害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
、
家
財
等

を
取
壊
し
、
ま
た
は
除
去
す
る
た
め
に
支

出
し
た
金
額
や
被
災
資
産
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
支
出
で
、
災
害
の
や

ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内
に
支
出
し

た
①
土
砂
そ
の
他
障
害
物
を
除
去
す
る
た

め
の
支
出
、
②
現
状
回
復
の
た
め
に
支
出

（
次
の
事
項
を
参
照
く
だ
さ
い
）、
③
損
壊

防
止
の
た
め
の
支
出
、
被
害
の
拡
大
・
発

生
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
た
め
の
支
出
な
ど
で
す
。

　
「
現
状
回
復
の
支
出
」

　

住
宅
の
修
繕
費
（
住
宅
の
損
失
相
当
額

を
除
く
）
や
地
盤
沈
下
・
液
状
化
現
象
が

生
じ
た
宅
地
の
土
盛
り
や
土
砂
敷
き
の
費

用
等
が
該
当
し
ま
す
。

■
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
資
産
の
要
件

　

損
害
を
受
け
た
資
産
が
次
の
い
ず
れ
に

も
当
て
は
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
資
産
の
所
有
者
が
次
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
こ
と

　

・
納
税
者

　

・
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

や
そ
の
他
の
親
族
で
、
そ
の
年
の
総

所
得
金
額
等
が　

万
円
以
下
の
か
た

３８

○
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産

　

・
住
宅
、
門
、
塀
、
家
財
（
家
具
、
什

器
、
衣
類
、
書
籍
、
家
電
品
等
）、
車

両
、
墓
石
等
。（
事
業
用
の
資
産
や

別
荘
、
書
画
、
骨
董
、
貴
金
属
等
で

１
個
ま
た
は
１
組
の
価
額
が　

万
円

３０

を
超
え
る
も
の
な
ど
は
当
て
は
ま
り

ま
せ
ん
）

■
雑
損
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

用意する書類など手続き確定申告の
有無

所得税を軽減
免除する年分

①被害を受けた資産、取得時期、取得価額の分かるもの
②被害を受けた家屋の取得価額が分からない場合は、そ
の面積が分かるもの

③被害を受けた資産の取壊し費用、除去費用、修繕費用
などの分かるもの

④被害を受けたことにより受け取る保険金等の金額が分
かるもの

⑤市町村から「り災証明書」の交付を受けている場合に
は、その証明書の写し

⑥所得税が還付となるかたは、還付金振込先の金融機関
名および口座番号の分かるもの

⑦印鑑
⑧平成２２年分の確定申告書の控え

平成２２年分の
更正の請求

確定申告を
済ませて
いるかた

平成２２年分

上記①～⑦の書類等のほか、
平成２２年分の所得金額や所得控除の分かる書類（源泉徴
収票や社会保険料控除証明書など）

平成２２年分の
確定申告

確定申告を
済ませて
いないかた

上記①～⑦の書類等のほか、
平成２３年分の所得金額や所得控除の分かる書類（源泉徴
収票や社会保険料控除証明書など）

平成２３年分の
確 定 申 告平成２３年分

災害減免法所得税法（雑損控除）

住宅や家財
ただし、損害額が住宅や家財の価
額の２分の１以上であることが必
要です。

生活に通常必要な資産
(棚卸資産や事業用の固定資産、
山林、生活に通常必要でない資産
は除かれます。)

対象となる
資産の範囲等

所得税の軽減額等は次のとおりです。控除額は次の①と②の算式で計算
した金額のうち、いずれか多い方
です。
①損害金額－保険金等で補てんさ
れる金額－所得金額の１０分の１

②「損害金額－保険金等で補てん
される金額」のうち災害関連支
出の金額－５万円

控除額の計算
または

所得税の軽減額

・損害を受けた年分の所得金額
が、１０００万円以下のかたに限り
ます。
・減免を受けた年の翌年以降は、
減免は受けられません。

その年の所得金額から控除しきれ
ない控除額は、翌年以後５年間に
繰り越して、各年の所得金額から
控除できます。

参考事項

所得税の
軽減額

その年の
所得金額

全額免除５００万円以下

２分の１
の軽減

５００万円超　
７５０万円以下

４分の１
の軽減

７５０万円超　
１０００万円以下



８

■
税
務
署
に
よ
る
申
告
相
談
会

○
会
場（
太
田
税
務
署　

第
一
会
議
室
）

　

日
時　

６
月
６
日（
月
）〜

７
月
１
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
会
場（
那
珂
市
役
所　

５
階
会
議
室
）

　

日
時　

８
月
１
日（
月
）〜

　
　

５
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

申
告
相
談
会
以
外
で
の
日
時
で
も
税
務

署
で
は
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

際
は
、
お
電
話
で
事
前
に
日
時
等
の
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
告
相
談
の
日
程
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

か
た
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
の
ほ
か
、

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、「
建

設
工
事
の
請
負
等
に
関
す
る
契
約
書
」
に

係
る
印
紙
税
の
非
課
税
措
置
な
ど
の
特
例

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
告
相
談
会
お
よ
び
雑
損
控
除
・
所
得

税
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

太
田
税
務
署

常
陸
太
田
市
金
井
町
３
６
６
２

�
０
２
９
４�
　
�
２
１
７
１

７２

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

��������������������

※
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

 

◆
被
災
し
た
軽
自
動
車
等
の
課
税
保
留

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
軽
自
動
車
等
と

し
て
の
機
能
を
失
っ
た
も
の
で
、
平
成　
２３

年
４
月
１
日
ま
で
に
廃
車
の
手
続
き
が
で

き
な
か
っ
た
車
両
に
つ
い
て
は
、
課
税
保

留
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
課
税
保
留

を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
早
め
に
課

税
保
留
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
必
要
な
書
類

　

被
災
が
証
明
で
き
る
書
類
ま
た
は
災
害

に
よ
り
損
害
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
写
っ
て
い
る
写
真
、

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
、

２３

印
鑑

○
申
請
に
係
る
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８�
１
１
１
１

（
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

◆
被
災
し
た
軽
自
動
車
等
の
代
替
軽
自
動

車
に
係
る
軽
自
動
車
税
の
非
課
税

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
・
損
壊（
修

理
不
能
の
も
の
）
し
た
自
動
車
・
軽
自
動

車
に
代
わ
る
軽
自
動
車
を
取
得
し
、
取
得

し
た
軽
自
動
車
を
主
に
定
置
す
る
市
町
村

に
非
課
税
の
申
請
を
し
、
認
定
を
受
け
た

場
合
に
は
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年

２３

２５

度
ま
で
の
各
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
が
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
輪
の
バ
イ
ク
を
２
輪
の
バ
イ

ク
に
、
小
型
特
殊
自
動
車
を
小
型
特
殊
自

動
車
に
買
い
換
え
た
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
非
課
税
申
請
に
係
る
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ　

�
２
９
８�
１
１
１
１

（
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

○
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

に
係
る
廃
車
手
続
等
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８�
１
１
１
１

（
内
線
１
６
５
・
１
６
６
）

○
二
輪
の
軽
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動

車
に
係
る
廃
車
手
続
等
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ

関
東
運
輸
局
茨
城
運
輸
支
局

水
戸
市
住
吉
町
３
５
３

�
０
５
０�
５
５
４
０�
２
０
１
７

○
四
輪
の
軽
自
動
車
に
係
る
廃
車
手
続
等

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事
務
所

東
茨
城
郡
茨
城
町
若
宮
字
広
山
８
８
７�
　
５９

�
０
２
９�
２
９
３�
９
９
８
９

◆
被
災
し
た
自
動
車
の
代
替
自
動
車
に
係

る
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税
の
非
課
税

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
・
損
壊
し

た
自
動
車
の
所
有
者
の
か
た
が
、
そ
の
代

わ
り
の
自
動
車
を
平
成　

年
３
月　

日
か

２３

１１

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
取
得

２６

３１

し
、
取
得
し
た
代
替
自
動
車
を
主
に
定
置

す
る
都
道
府
県
に
非
課
税
の
申
請
を
し
、

認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
自
動
車
取
得

税
お
よ
び
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２３

２５

ま
で
の
各
年
度
分
の
自
動
車
税
が
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
３
月　

日
か
ら
現
在

２３

１１

ま
で
の
間
に
、
す
で
に
代
替
自
動
車
を
取

得
さ
れ
た
か
た
は
、
代
替
自
動
車
を
主
に

定
置
す
る
都
道
府
県
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
納
付
し
た
自
動
車
取
得
税
お
よ
び

自
動
車
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
非
課
税
申
請
に
係
る
問
い
合
わ
せ

○
こ
れ
か
ら
代
替
自
動
車
を
新
規（
移
転
）

登
録
す
る
場
合

○
す
で
に
代
替
自
動
車
を
新
規
（
移
転
）

登
録
し
て
お
り
、
登
録
時
に
自
動
車
税

ま
た
は
自
動
車
取
得
税
を
納
付
し
て
い

る
場
合

水
戸
県
税
事
務
所
自
動
車
税
分
室

水
戸
市
住
吉
町
２
９
２�
　
１０

�
０
２
９�
２
４
７�
１
２
９
７

○
す
で
に
代
替
自
動
車
を
新
規
（
移
転
）

登
録
し
て
い
る
が
、
登
録
時
に
自
動
車

税
お
よ
び
自
動
車
取
得
税
が
発
生
し
て

い
な
い
場
合

常
陸
太
田
県
税
事
務
所

常
陸
太
田
市
山
下
町
４
１
１
９

�
０
２
９
４�
　
�
３
３
１
４

８０



広報なか６月号９
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自宅で入浴、排せつ、食事などの介護を行います。居宅介護
介護者が病気などの場合、短期間、施設で預かります。短期入所
施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動などの機会を提供します。生活介護
障害児に通所により、日常生活動作の指導や適応訓練などを行います。児童デイサービス
就労を希望する人（就労が困難な人も含む）に生産活動、知識や能力の向上のための訓練の
機会を提供します。就労移行支援、就労継続支援

地域での共同生活の場を提供します。ケアホーム、グループホーム
施設に入所する人に、主に夜間、入浴や排せつ、食事などの介護を行います。施設入所支援

� 介護給付・訓練等給付（主なものを抜粋）

利用の際は社会福祉課へ申請してください。また、障害の種類や程度等
により受けられるサービスが制限されますので事前にご相談ください。

障害の種類（身体障害、知的障害、精神障害）
にかかわらず、障害のあるかたが自立と社会
参加を実現するために、各種法律や
制度に基づいて障害福祉のサービス
を実施しています。

●●那珂市の障害福祉那珂市の障害福祉

����������������

�������	
��
�������	
��

����

�２９５－２９４４　FAX２９５－６９３１指定相談支援事業所（那珂市社会福祉協議会）
障害福祉に関する相談に総合的に対応するため、那珂市社会福祉協議会へ委託しています。

社会福祉課障害者支援グループ　�２９８－１１１１　内線１２７身体障害者相談員・知的障害者相談員
身体障害者相談員（４人）と知的障害者相談員（１人）が茨城県知事の委嘱を受けて、地域での相談活動に従事しています。

�２２１－４９９２茨城県福祉相談センター
そ
の
他
の
相
談
窓
口

児童相談所、身体および知的障害者更生相談所の機能を統合した機関です。
�２３１－６２２１ハローワーク水戸

障害のあるかたの就職相談やあっ旋を行っています。
�０２９６－７７－７３７３茨城障害者職業センター

障害のあるかたの職業指導や、作業や講座による訓練など、就業に関する支援を行っています。
�２０２－２２２１障害者就業・生活支援センターＫＵＩＮＡ（クイナ）

就業面と日常生活面における支援を一体的に行っています。

障害者（児）の外出の際に移動の支援をします。移動支援
障害者（児）に日中活動の場を提供し、障害者と介護者の日常生活を支援します。日中一時支援
障害者（児）に、その障害に応じた日常生活用具（特殊寝台、入浴補助用具、たん吸引器、情報
通信支援用具、ストマ装具など）を給付する他、住宅改修費を助成します。日常生活用具の給付等

手話通訳者や要約筆記奉仕員を派遣します。コミュニケーション支援
身体障害者のかたに、自宅での入浴サービスを提供します。訪問入浴サービス

身体障害者のかたで就労等の社会参加を目的とする場合に費用の一部を補助します。自動車運転免許取得費・自動車
改造費の補助

創作的活動や生産活動などを実施し、日中活動の場を提供します。市では、市社会福祉協議
会のほか、ひたちなか市と水戸市の３事業所にセンター設置の委託等をしています。地域活動支援センター

� 地域生活支援事業

� 補装具の支給　障害者（児）に対し、車いすや義肢、義
眼、補聴器などの補装具の購入・修理に要する費用の一部
を支給します。

� 自立支援医療　精神通院にかかる医療費や、身体の障害
の軽減や機能を回復する医療にかかる費用の一部を公費で
負担します。

障害者手帳の交付（身体・知的・精神）／各種手当（特別障害者手当、障害児福祉手当、特別児童扶養手当、在宅心身障害者
（児）福祉手当）／タクシー利用助成／医療福祉制度（マル福）／障害基礎年金／心身障害者扶養共済制度／ＮＨＫ受信料減免
（全額免除の世帯は地デジチューナーの無償給付対象　７月２４日まで）／有料道路割引／税金の控除・減免（所得税、住民税、
自動車税など）／公共交通運賃割引／紙おむつ等購入費助成／身体障害者の駐車禁止の除外

������ それぞれ該当する要件や手続きがあります。お問い合わせの際は、担
当窓口に取り次ぐことがあります。

問い合わせ
社会福祉課障害者支援グループ（内線１２６・１２７・１２８）



１０

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
１
％
、

８９

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
５
％
と
な
っ
て

７４

い
ま
す
。
支
出
済
額
の
割
合
が
や
や
低
い

の
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
年
度
内
に

完
了
で
き
ず
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
事
業

が
あ
る
ほ
か
、
災
害
復
旧
の
た
め
の
補
正

予
算
の
支
出
が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で

４
月
以
降
（
出
納
整
理
期
間
（
注
１
））

に
な
る
た
め
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
配
当
割
交
付
金
や
財
産
収

入
な
ど
が
予
算
額
を
大
き
く
超
え
て
収
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
資
と
な
る

県
民
税
配
当
割
の
税
収
が
見
込
額
を
上

回
っ
た
こ
と
や
土
地
（
市
有
地
）
の
売
り

払
い
に
よ
る
収
入
が
見
込
み
額
を
上
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、
繰

入
金
や
県
支
出
金
、
市
債
の
収
入
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
県
支
出
金

の
交
付
、
市
債
の
借
り
入
れ
が
、
事
務
手

続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
た
め
で

す
。
ま
た
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

の
収
入
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

株
式
等
の
譲
渡
が
見
込
み
を
大
幅
に
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
土
木
費
が　

・
３
％
、
農

４７

林
水
産
業
費
が　

・
３
％
の
支
出
割
合
と

５６

低
い
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
や
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の

支
出
が
事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降

に
な
る
こ
と
の
ほ
か
、
震
災
に
よ
り
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事
業
が
あ
る

た
め
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払

金
に
つ
い
て
は
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払

わ
れ
る
予
定
で
す
。

�
��
�
�
�
�
	

��

※
注
１　

出
納
整
理
期
間
と
は
、
会
計
年
度

終
了
後
の
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月

　

日
ま
で
の
期
間
を
い
い
、
年
度
末
ま
で

３１に
確
定
し
た
債
権
・
債
務
を
完
了
さ
せ
、
現

金
の
未
収
・
未
払
い
の
整
理
を
行
う
期
間

で
す
。
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収入割合収入済額予算現額歳入科目

９９．５６，７９２，１０３６，８２５，２４７市 税

１０４．７３０６，７１８２９３，００１地 方 譲 与 税

１０５．１２０，４０４１９，４１１利 子 割 交 付 金

２２０．７９，２５５４，１９４配 当 割 交 付 金

４０．５３，５２９８，７０５株式等譲渡所得割交付金

１０３．５４４６，５８２４３１，４６６地 方 消 費 税 交 付 金

１０３．４６６，８２１６４，６００自動車取得税交付金

１００．０９９，６８３９９，６８３地 方 特 例 交 付 金

１０４．６４，００９，６１７３，８３１，９１２地 方 交 付 税

８７．９２６２，０９６２９８，２５１分 担 金 及 び 負 担 金

９８．９１９６，３９７１９８，５２３使 用 料 及 び 手 数 料

８５．６２，１０７，９５７２，４６２，０６２国 庫 支 出 金

４０．８４５２，０９４１，１０８，９８０県 支 出 金

４２８．６４８，８２３１１，３９１財 産 収 入

０．９４，０８４４３２，３９８繰 入 金

１００．０９５２，７３６９５２，７３６繰 越 金

１０２．６４１７，１０８４０６，４９３諸 収 入

５９．１１，２６８，８４３２，１４８，６４３市 債

９４．６１０，０６９１０，６４３そ の 他

８９．１１７，４７４，９１９１９，６０８，３３９合　計

■一般会計歳入予算執行状況 （単位：千円、％）



広報なか６月号１１

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
９
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
２

６７

８２

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
お
よ
び
上
菅
谷
駅
前
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
県
支
出

金
の
交
付
や
市
債
の
借
り
入
れ
が
、
ま

た
、
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で

４
月
以
降
に
な
る
な
ど
の
理
由
で
収
入
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
整
備
事
業
に
お
い
て
、
災
害
復

旧
の
た
め
の
補
正
予
算
の
支
出
が
、
ま

た
、
公
園
墓
地
事
業
に
お
い
て
は
、
一
般

会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
、
事
務
手
続
き
の

都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
こ
と
か
ら
支
出

割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
那

珂
地
方
公
平
委
員
会
に
お
い
て
支
出
割
合

が
低
い
の
は
、
平
成　

年
度
中
に
委
員
会

２２

を
開
会
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
理

由
か
ら
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
の
未
払
金
に
つ

い
て
は
、
出
納
整
理
期
間
に
支
払
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

２３

３１

税
の
収
入
済
額
は
、　

億
９
２
１
０
万
３

６７

千
円
で
、
１
人
あ
た
り　

万
１
３
９
９
円

１２

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

�
�
�
�

支出割合支出済額予算現額歳出科目

９３．０１９３，８３５２０８，５０８議 会 費

６４．６１，９１３，３３２２，９６２，８７３総 務 費

８５．２４，４０８，９６７５，１７６，７９６民 生 費

９２．１１，１３５，８０３１，２３３，８３８衛 生 費

５６．３４７７，５７７８４８，７０８農林水産業費

８１．９１５２，５０７１８６，１５６商 工 費

４７．３１，４９３，５２３３，１５４，２７７土 木 費

９０．９９３８，５０１１，０３２，２０９消 防 費

７１．５１，８８７，９８６２，６３９，５０５教 育 費

０．００１０８，７１７災害復旧費

９９．３１，９７６，８８８１，９９１，０４４公 債 費

４１．９２７，５１１６５，７０８そ の 他

７４．５１４，６０６，４３０１９，６０８，３３９合　計

■一般会計歳出予算執行状況 （単位：千円、％）

１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）

税　目

４９，２３４１３１，５５２２，７５４，５７０市 民 税

５８，５５６１５６，４６２３，２７６，１４８固 定 資 産 税

２，０２５５，４１０１１３，２７２軽 自 動 車 税

６，０６１１６，１９４３３９，０８１市 た ば こ 税

５，５２３１４，７５９３０９，０３２都 市 計 画 税

１２１，３９９３２４，３７７６，７９２，１０３合　計

■市税負担の状況

※世帯数２０，９３９世帯、人口５５，９４９人（平成２３年３月３１日現在）

支出割合支出済額収入割合収入済額予算現額会計名

９０．６４，５５２，６４８９２．０４，６２４，１３７５，０２７，０１１
国民健康保険
　（事業勘定）　

９０．８１２，６７６９０．８１２，６７５１３，９５７老 人 保 健

６６．３１，５６７，１１３２６．１６１８，０１７２，３６３，７５２下 水 道 事 業

２０．１３，０３７１２１．２１８，２９８１５，０９７公園墓地事業

５１．３６６３，４３１１９．２２４７，６６１１，２９２，５６８
農業集落排水
整 備 事 業

９１．７３，００１，４２０８１．８２，６７５，２６１３，２７１，３１１
介 護 保 険
（保険事業勘定）

７７．５２７６，４１１１１．９４２，４９８３５６，８４９
上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

９７．４４１５，３４１９９．９４２６，０４０４２６，３４２後期高齢者医療

１２．９５８１６７．６７５４４５０那珂地方公平委員会

８２．２１０，４９２，１３５６７．９８，６６５，３４１１２，７６７，３３７合　計

■特別会計歳入歳出予算執行状況 （単位：千円、％）
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１２

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た

際
に
、
国
や
民
間
の
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し
て
支

出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２２

１０

２３

月　

日
ま
で
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
土

３１
地
区
画
整
理
事
業
債
と
し
て　

億
１
９
４

１３

万
３
千
円
を
借
り
入
れ
た
一
方
で
、　

億
１４

１
１
４
９
万
６
千
円
の
元
金
を
返
済
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
３
月　

日
の
現

２３

３１

在
高
は
、
３
２
３
億
４
８
５
４
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２２

１０

２３

月　

日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
一
時

３１
借
り
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。
収
支

状
況
は
、
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

平成２３年　　
３月３１日現在

増　減
平成２２年　　
９月３０日現在

区　分

１９４，６５８△３０，３５０２２５，００８総 務 債
４８，１５１△１７，４９６６５，６４７民 生 債

１，２０３，４１９△９１，４８１１，２９４，９００衛 生 債
３７９，６８０△２２，８１６４０２，４９６農 林 水 産 業 債

０００商 工 債
１，２８５，０４９△１３３，６５２１，４１８，７０１土 木 債
２，０９２，０７３△１００，４７７２，１９２，５５０都 市 計 画 債
５６３，０６９△３３，２２９５９６，２９８公 営 住 宅 債
２３３，９８０△４９，７８５２８３，７６５消 防 債

３，３３７，７３０△２０２，７３４３，５４０，４６４教 育 債
０００転 貸 債

９９２，５３９△７２，９０８１，０６５，４４７減 税 補 て ん 債
１０９，２７５△７，２３９１１６，５１４臨時税収補てん債

６，５０９，４２８１，１５５，３６４５，３５４，０６４臨 時 財 政 対 策 債
３７，８４５△８，７０８４６，５５３県 振 興 資 金

１６，９８６，８９６３８４，４８９１６，６０２，４０７小　計

１０，３３０，７６５△３４１，７９５１０，６７２，５６０下 水 道 事 業 債
３，２１０，７１３△６６，６６８３，２７７，３８１農業集落排水整備事業債
８１６，８５４８，９２８８０７，９２６土地区画整理事業債

１，００３，３２１△９４，５０７１，０９７，８２８水 道 事 業 債
３２，３４８，５４９△１０９，５５３３２，４５８，１０２合　計

■市債現在高（元金） （単位：千円） �
�
�
�
�

　

土
地
は
、
木
崎
地
区
排
水
機
場
用
地
や

額
田
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
敷
地
の
取
得
な

ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
茨
野
市
営
住
宅
の
解
体
な
ど

に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

出
資
に
よ
る
権
利
は
、
茨
城
県
信
用
保

証
協
会
へ
の
寄
託
金
の
増
な
ど
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
自
治
金
融
資
金
預
託
金
の
回

収
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
整
備
資
金
貸
付

金
の
返
還
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
基
金

へ
の
積
立
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

平成２３年　　
３月３１日現在

増　減
平成２２年　　
９月３０日現在

単位区　分

１，７３８，０５１７，９５３１，７３０，０９８㎡土 地

１６５，５０１△８８９１６６，３９０㎡建 物

１５，５４００１５，５４０千円有 価 証 券

８０，７５６４６０８０，２９６千円出資による権利

１２，７３３△２２，２３８３４，９７１千円債 権

３，９６４，３１１９，２８６３，９５５，０２５千円基 金

■市有財産現在高

※水道事業会計分は含まない

支　出収　入区　分

１，０７１，０５２１，１４３，９４２収 益 的 収 支

４３６，７９９６５，９３９資 本 的 収 支

■水道事業会計 （単位：千円）
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広報なか６月号１３

　

４
月　

日
、　

日
に
静
峰
ふ
る

２３

２４

さ
と
公
園
に
て
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
八
重
桜
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。震
災
か

ら
日
常
生
活
に
影
響
が
生
じ
て
い

る
今
、皆
さ
ん
に
希
望
と
勇
気
と
元

気
を
与
え
よ
う
と
那
珂
市
商
工
会

を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が
主

催
し
ま
し
た
。訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

横
手
市
か
ら
出
店
さ
れ
た
横
手
焼

き
そ
ば
や
七
運
汁
を
食
べ
た
り
、

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
見
た
り
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。会

場
内
で
募
っ
た
義
援
金
は
那
珂
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
送
ら
れ
ま
す
。

八
重
桜
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

地
域
の
拠
点�

東
木
倉
公
民
館
竣
工

　

今
ま
で
愛
さ
れ
て
き
た
公
民
館

も
築　

年
以
上
と
老
朽
化
が
進
ん

４０

だ
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
厚
い

支
援
を
受
け
て
、
こ
の
度
、
東
木

倉
公
民
館
竣
工
式
典
が
５
月　

日
２２

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
木
倉
公
民
館
は
、
同
日
開
園

式
を
迎
え
た
清
水
洞
の
上
公
園
に

隣
接
し
、
ま
た
、
か
つ
て
五
台
小

学
校
が
あ
っ
た
場
所
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、

住
み
よ
い
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
地
域
発
展
と
交
流
の
新
た

な
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

笑
っ
て
笑
っ
て
元
気
ア
ッ
プ

　

５
月　

日
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

２８

　

主
宰
の
古
谷
信
義
さ
ん
を
講
師

２１に
迎
え
、「
男
と
女
輝
い
て
生
き
る

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
笑
っ
て
笑
っ
て
元
気
ア
ッ
プ
」

と
題
し
た
講
演
の
中
で
古
谷
さ
ん

は
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
笑

う
こ
と
や
、
筋
力
を
つ
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
指
摘
し
、
日
常
生
活

の
中
で
簡
単
に
で
き
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
な
ど
を
語
り

ま
し
た
。
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
、
大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
開
催
が
見

送
ら
れ
て
い
た
額
田
い
き
い
き
サ

ロ
ン
が
、
６
月
２
日
に
額
田
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

な
か
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
皆
さ
ん
の
演

奏
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
聴
く

交
流
会
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
温
か
み
の
あ
る
音

色
に
耳
を
傾
け
、
一
曲
ご
と
に
大

き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
ザ
エ
さ
ん
・
茶
つ
み
な
ど

の
曲
に
あ
わ
せ
て
一
緒
に
歌
い
、

楽
し
い
時
間
を
と
も
に
過
ご
し
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

楽
し
く
交
流�

額
田
い
き
い
き
サ
ロ
ン



１４

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

�������	


������

　自衛官募集相談員の任期満了に
伴い、那珂市長および自衛隊茨城
地方協力本部長との連名で、５人
の相談員を委嘱しました。
　任期は、平成２３年４月１日から
平成２５年３月３１日までの２年間で
す。

◆自衛官募集相談員（順不同、敬称略）

植田　　浩（東木倉）
野上　一朗（横堀）
寺門　利光（飯田）
藤咲　富男（菅谷）
萩野谷静男（中里）

４月１５日～５月１４日（敬称略）

朗読の会　あめんぼ ６，０００円
桜庭耕一 ５０，０００円
まついえつこ　クロスター
 １２，０００円
ぴっぴお話の会　南波久代
 ５，０２０円
那珂市商工会 ３０１，２２８円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�������	

　地震の影響により、市立図書館は当
分の間休館します。
　再開については、詳しい日程等が決
まりましたら改めてお知らせします。
問い合わせ／市立図書館　�３５２－１１７７

自衛官募集相談員の皆さん（市長、自
衛隊茨城地方協力本部長とともに)

������

広報なか５月号（No.７６）に誤りがありました。おわびして訂正します。

秋山和衛教育委員（下江戸）の任期について

（誤）平成２３年４月１日～平成２７年３月３１日

（正）平成２３年４月１日～平成２６年１月４日
� ��������������

� 人の動き �

那珂市の人口（５月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４８５人 （－５９）
　女　　　２８，３９０人 （－１５）
　計　　　５５，８７５人 （－７４）
世帯数　　２０，９５０世帯　（＋１１）

○出生　３０人
○死亡　４７人

（４月１日～３０日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９１６人

　（平成２３年４月末現在・

 前月比３１８人増加）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，３９２万円

　（平成２３年４月・

 前月比１，１６５万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

○軽自動車税 全期

納期限：６月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納Ｇ

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３



広報なか６月号１５

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／７月５日（火） １３：００～１７：００
　　　　　１９日（火） １３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

　３月１１日に発生した東日本大震災に
より、那珂川・久慈川の河川堤防は、
過去に受けたことのない規模の被災を
受けました。大きな被災を受けた堤防
につきましては応急的な補修を行いま
したが、本来の機能に戻すための本復
旧工事は出水期の終わる秋以降に行い
ます。
　まだ余震が続いている状態であり、
地表からは見えない亀裂や土の緩み等
も想定されますので、大雨・洪水には
例年以上の警戒が必要です。
　万が一の河川の氾濫に備えて、普段
から避難先や避難ルートを、各市役所
（役場）が作成しているハザードマッ
プでご確認ください。
問い合わせ／国土交通省常陸河川国道

事務所調査第一課 �０２９－２４０－４０６９

心配ごと相談

３日　那珂中央クリニック　（飯田）
�２９８－７８１１

１０日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

１７日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

１８日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

２４日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

３１日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 

７月の休日当番医

法律相談

台風・洪水に備えて

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�
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　元那珂町議会議員の吉原�さん
（福田）が、旭日双光章を受章され
ました。
　吉原さんは、昭和５１年３月に那
珂町議会議員に初当選し、５期２０
年の永きに渡り、議会議員を務め
られ、数多くの功績を残しました。
議員在任中の平成４年３月から平
成５年３月まで那珂町議会議長を
務められたほか、副議長や経済常
任委員会委員長を歴任されるな
ど、地方自治の振興と住民の福祉
の向上に多大な貢献をされました。
　また、農業に関する豊富な経験
と知識を生かし、那珂町農業委員
会委員や那珂中部土地改良区理事
長を務められ、農業の近代化・合
理化の推進にも尽力されました。

日時／７月６日（水）、１３日（水）、
２０日（水）、２７日（水）

いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）�２９８－８８８１
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■作り方

①じゃがいもは茹でてつぶし、豚ひき肉は油で炒めて塩・コショウ
で味付けをする
②①のじゃがいも、ひき肉を混ぜる
③油揚げは半分に切り、②を詰めて口を楊枝で留める
④オーブントースター、グリル等で両面をこんがり焼く

■材料

　油揚げ ………………… ４枚　　　
　じゃがいも …………… 中２～３個
　豚ひき肉 ……………… １５０ｇ　　　
　塩 ……………………… 少々　　　
　コショウ ……………… 少々　　　
　サラダ油 ……………… 少々　　　

おいなりさん
���コロッケ

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

　

義
援
金
の
配
分
対
象
、
配
分
基

準
、
配
分
方
法
が
那
珂
市
災
害
義

援
金
配
分
委
員
会
に
お
い
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
５
月
下
旬
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
に
支
給

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

◆
配
分
対
象
者　

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
市
民
の
遺
族

・
那
珂
市
民
で
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
生
活
の
本
拠
で
あ
る
住
宅

が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
ら

れ
た
世
帯

◆
支
給
方
法

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

支
援
金
ま
た
は
茨
城
県
災
害
見
舞

金
の
申
請
時
に
指
定
し
て
い
た
だ

い
た
口
座
に
振
込
い
た
し
ま
す
。

秘
書
課
秘
書
グ
ル
ー
プ

（
内
線
４
２
２
・
４
２
３
）

問
い
合
わ
せ

合計金額市県国区　分

５４万円４万円１５万円３５万円死亡者

５４万円４万円１５万円３５万円全壊（住宅）

２７万円２万円７万円１８万円半壊（住宅）

◆配分基準（配分金額）
※
半
壊
に
は
大
規
模

半
壊
を
含
み
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
市
へ
の
被
害
に
対
し
全
国
よ
り
多

く
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

義
援
金
の
受
入
状
況
（
６
月
１
日
現
在
）

　
　

件
数　
　

件　
　

金
額　

８
１
９
万
８
８
６
６
円

４９

　

な
お
、
市
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

■コメント
　　暑い時はコロッケを揚げるのは苦手というか
たにお勧めです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（成人食部会）

井坂　幸枝さん

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
い
、
全
国
の
多

く
の
皆
様
か
ら
温
か
い
救
援
物
資
の
ご
協
力
と

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
食
料
品
、
飲
料
水
、

衛
生
品
、
ミ
ル
ク
、
紙
お
む
つ
等
約
１
０
０
件

の
支
援
物
資
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
た
だ
い
た
支
援
物
資
に
つ
き
ま
し

て
は
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
か
た
が
た
に
避
難

所
等
に
お
い
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
���
�
�
�

�
���
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�



広報なか６月号１７

憂
国
の
志
士 
幾  
人 
ぞ
梅
の
下 

 
堀　

口　

泉　

流

い
く 
た
り

天
界
を
残
せ
し
ま
ま
に 
落 
雲
雀 

鈴　

木　

三　

風

お
ち

新
緑
に
一
き
は
目
だ
つ
山
つ
つ
じ 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

来
る
こ
と
を
信
じ
た
花
の
句
座
さ
み
し 

 
栗　

原　

三　

枝

草
芽
萌
ゆ
雨
の
大
降
り
小
降
り
か
な 

飯　

島　

カ
チ
子

譲
ら
れ
て
車
窓
の
新
樹 
目
映 
か
り 

秋　

野　

三　

峰

ま
ば
ゆ

隧
道
を
抜
け
春
色
の
道
と
な
る 

井　

坂　

光　

位

暗
き
ま
で
神
域
ふ
か
き
木
下
闇 

堀　

口　

白　

流

桜
田
の
志
士
を
守
り
て
や
ま
ざ
く
ら 

眞　
�
　

一　

耕

阿
武
隈
の
山
く
っ
き
り
と
鳥
帰
る 

塙　
　
　

静　

風

春
風
や
鎮
守
の
森
の
祭
り
旗 

栗　

原　

冨　

久

花
の
下
ほ
ど
よ
き
と
こ
ろ
に
長
い
椅
子 

長
谷
川　

和
希
子

来
る
は
ず
も
な
き
友
待
っ
て
柏
餅 

木　

内　

晴　

絵

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選

落
し
文
落
と
す
そ
の
手
の
鮮
や
か
に
何
や
生
ま
る
る　

滴
る
み
ど
り 

川　

上　

恵
美
子

幼
ら
に
ご 
幣  
束 
か
と 
嬲 
ら
れ
し
服
に
似
た
る
を
若
き
ら 
纏 
う 

　
　

赤　

塚　

満　

夫

へ
い 
そ
く 

な
ぶ 

ま
と

白
神
の
広
葉
樹
林
の
芽
吹
き
た
る
あ
な
た
こ
な
た
に
残
雪
光
る 

小　

宅　
　
　

進

線
香
を
半
分
に
し
て
手
向
け
た
り
仏
に 　
 
る
余
震
続
く
日 

 
武　

田　

八
重
子

す
が

思
春
期
に
学
び
し
『
方
丈
記
』
の
一
節
を
わ
が
胸
奥
に
秘
め
て
歩
み
来 

や
ま
と
ち
ず
る

猪
の
掘
り
返
し
た
る
穴
を
よ
け
緑
増
す
山
に
筍
さ
が
す 

海　

野　

宏　

幸

地
震
ま
え
に
壁
を
ゆ
っ
く
り
動
き
い
し
ア
シ
ダ
カ
蜘
蛛
は
姿
を
消
し
ぬ 

仲　

沢　

照　

美

霧
雨
の
吹
き
込
む
ま
ま
に
窓
開
け
て
萌
黄
色
し
た
湯
船
に
つ
か
る 

梅　

沢　

悦　

子

一
人
ず
つ
神
の
仕
業
か
悲
し
み
の
癒
え
た
る
頃
に
ま
た
一
人
逝
く 

山　

屋　

勝　

代

子
ど
も
ら
の
育
て
し
花
壇
震
災
に
崩
さ
れ
し
ま
ま
パ
ン
ジ
ー
盛
る 

草　

野　
　
　

豊

菅
谷 

大
谷　
　

奏
登 

哲
郎

竹
ノ
内 

小
橋　
　

美
愛 

義
道

菅
谷 

藤
井　
　

瑠
那 

和
仁

菅
谷 

山�
　
　

優 

真
大

菅
谷 

笹
嶋　
　

萌
生 

忠
行

額
田
南
郷 

加
藤　
　

蓮
太
郎 

正
人

菅
谷 

荒
井　
　

美
玖 

正

瓜
連 

大
金　
　

優
輝 

陵
太

瓜
連 

松
井　
　

愛
子 

祐
一
郎

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

後
台 

大
場　
　

源
三
九 

　

歳
８７

下
大
賀 

秋
山　
　

大
成 

　

歳
５７

瓜
連 

寺
門　
　

政
次 

　

歳
９１

中
里 

木
内　
　

順
孝 

　

歳
７８

大
内 

寺
山　
　

い
江 

　

歳
７７

本
米
崎 

佐
川　
　

春
江 

　

歳
９３

向
山 

小
田
倉　

房
子 

　

歳
９３

竹
ノ
内 

飯
島　
　
�
 

　

歳
６１

鹿
島 

樫
村　
　

勝
雄 

　

歳
９１

中
台 

根
本　
　

亨 

　

歳
７９

飯
田 

青
山　
　

忠
正 

　

歳
７７

菅
谷 

加
藤　
　

よ
し
ゑ 

　

歳
８０

南
酒
出 

柏
崎　
　

瑞
枝 

　

歳
８１

下
大
賀 

栗
原　
　

定
夫 

　

歳
８９

中
里 

寺
門　
　

百
合
子 

　

歳
７８

額
田
北
郷 

鈴
木　
　

ふ
ち 

　

歳
９５

菅
谷 

清
水　
　

榮
三 

　

歳
８５

北
酒
出 

根
本　
　

弘
木 

　

歳
７２

瓜
連 

萩
野
谷　

ま
さ
子 

　

歳
８２

額
田
東
郷 

関　
　
　

ふ
ゆ 

　

歳
１０１

本
米
崎 

海
老
澤　

芳
雄 

　

歳
９２

古
徳 

寺
門　
　

進 

　

歳
８２

額
田
北
郷 

渡
邉　
　

は
つ
江 

　

歳
８５

戸
崎 

檜
山　
　

恒
夫 

　

歳
８９

豊
喰 

鈴
木　
　

軍
三 

　

歳
８１

横
堀 

中
庭　
　

俊
昭 

　

歳
６４

戸
崎 

叶
野　
　

秀
行 

　

歳
８６

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

平
野 

安
間　
　

心
愛 

亮
太

菅
谷 

横
須
賀　

朱
音 

和
雄

中
台 

後
藤　
　

悠
斗 

孝
治

菅
谷 

飛
田　
　

和
葉 

徹

菅
谷 

竹
内　
　

大
琉 

祐
典

菅
谷 

小
圷　
　

結
仁 

雄
太

横
堀 

松
本　
　

尊 

義
継

杉 

野
田　
　

萌
々
香 

邦
彦

瓜
連 

菅
谷　
　

瞬 

裕
一

横
堀 

小
澤　
　

心
音 

健
之

額
田
北
郷 

石
内　
　

悠
仁 

鉄
平

戸
籍
の
ま
ど

�

�
月�

日
�
�
月�

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

お
め
で
た

横
堀 

中
庭　
　

浩 

　

歳
９１

額
田
南
郷 

荒
井　
　

喜
美
枝 

　

歳
３８

中
台 

軍
司　
　

盛
男 

　

歳
８５

鴻
巣 

津
田　
　

ふ
き 

　

歳
９４

門
部 

�
�
　
　

信
雄 

　

歳
９７

鴻
巣 

大
内　
　

勝
一 

　

歳
７５

瓜
連 

�
野
谷　

玉
乃 

　

歳
８９

瓜
連 

樫
村　
　

達
夫 

　

歳
８１

額
田
東
郷 

小
田
倉　

秋
次
郎 

　

歳
９３

菅
谷 

川
又　
　

ち
よ
子 

　

歳
６３

瓜
連 

堀
口　
　

秀
雄 

　

歳
７６

門
部 

中
井
川　

恭
子 

　

歳
４４

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

お
く
や
み






